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（大谷さん）
里親体験談仲良しのお友だちもできた里子 子どものやりたいことを応援

（匿名）

い
る
が
、
里
親

に
養
育
さ
れ
て

い
る
の
は
２
割

ほ
ど
で
、
８
割

は
施
設
養
護
と

な
っ
て
い
る
。

　

東
大
阪
子

家
セ
ン
管
内

で
は
、
２
９
２

人
の
子
ど
も
た

ち
が
社
会
的
養

護
を
受
け
て
い

る
。
こ
の
う
ち

里
親
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
ホ
ー
ム
で

の
受
入
れ
は
35

人
に
と
ど
ま

る
。
一
方
、
里

親
登
録
数
は
38

い
る
在
日
韓
国
人
が
将
来

の
希
望
を
日
本
に
で
は
な

く
韓
国
に
求
め
た
の
は
在

日
韓
国
朝
鮮

人
差
別
や
日

本
社
会
の
偏

見
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
背
景
に
あ
っ
た
。
李
氏

は
「
日
本
社
会
に
対
す
る

絶
望
感
が
あ
っ
た
。
韓
国

へ
行
っ
て
勉
強
し
た
ら
ど

れ
だ
け
す
ば
ら
し
い
か
。

韓
国
の
青
年
た
ち
と
話
し

た
ら
ど
れ
だ
け
楽
し
い

か
。
そ
れ
と
民
族
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
自
分

と
は
何
か
を
探
求
す
る
た

め
留
学
を
決
意
し
た
」
と

語
る
。
大
学
院
を
卒
業
し

た
ら
そ
の
ま
ま
韓
国
に
住

み
父
の
世
代
が
味
わ
っ
た

根
無
し
草
み
た
い
な
暮
ら

し
を
止
め
て
本
当
に
民
族

の
根
っ
こ
に
く
っ
つ
く
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
で
玄
界

灘
を
渡
っ
た
。

　
逮
捕
・
拷
問・
死
刑
判
決

　

希
望
を
も
っ
て
韓
国
へ

渡
っ
た
李
青
年
を
待
ち
受

け
て
い
た
の
は
軍
事
政
権

の
不
当
な
扱
い
で
あ
っ

た
。「
当
時
、
独
裁
政
権

に
立
ち
向
か
う
大
学
生
た

ち
の
デ
モ
や
各
界
の
抵
抗

が
激
化
し
て
い
く
中
で
北

朝
鮮
の
脅
威
を
あ
お
り
立

て
て
政
局
の
責
任
を
回
避

す
る
た
め
に
軍
事
政
権

は
、
母
国
へ
留
学
し
た
在

日
韓
国
人
の
若
者
に
目
を

つ
け
、
不
法
連
行
と
不
法

監
禁
下
で
酷
い
拷
問
を
加

え
て
虚
偽
の
自
白
を
さ
せ

事
件
を
文
字
通
り
捏
造
し

た
…
」（
李
昤
京
著
「
日

韓
現
代
史
の
影
、
在
日
韓

国
人
『
ス
パ
イ
』
捏
造
事

件
の
再
審
」）

　

李
氏
は
「
在
日
同
胞
を

集
中
的
に
ス
パ
イ
と
し
て

で
っ
ち
上
げ
餌
食
に
し
て

政
権
の
た
め
に
利
用
す
る

と
ま
で
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
鉄
格
子
越
し
で
妻
と

　

李
氏
は
結
婚
式
を
控
え

た
１
カ
月
前
に
逮
捕
さ
れ

た
。
現
在
の
妻
も
幇
助
罪

で
３
年
６
カ
月
服
役
し

た
。
先
に
出
所
し
た
妻
が

李
氏
に
面
会
に
行
き
「
出

所
し
た
ら
ど
う
す
る
の
」

と
尋
ね
た
。「
当
然
韓
国

に
住
む
つ
も
り
だ
」。
韓

国
で
生
ま
れ
育
っ
た
妻
が

「
罪
も
な
い
あ
な
た
が
こ

ん
な
仕
打
ち
を
受
け
て
い

る
の
に
、
ど
う
し
て
ま
だ

韓
国
に
そ
ん
な
思
い
が
あ

る
の
で
す
か
」と
訊
く
と
、

「
矯
導
所
（
刑
務
所
）
に

い
て
も
社
会
に
い
て
も
私

は
民
族
と
一
緒
に
い
る
。

同
じ
空
気
を
吸
い
、
同
じ

水
を
飲
ん
で
同
じ
食
事
を

し
て
い
る
。
韓
国
人
と
交

わ
り
な
が
ら
生
活
し
て
い

る
の
だ
か
ら
こ
れ
も
ま
た

嬉
し
い
も
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

李
氏
の
韓
国
に
対
す
る
変

わ
ら
ぬ
思
い
に
妻
は
号
泣

し
た
。

　

李
氏
の
心
の
中
で
は
当

時
も
今
も
母
国
韓
国
に
対

す
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。
た
だ
、
軍
事
独
裁
政

権
に
対
し
て
の
憤
り
は
今

も
感
じ
て
い
る
。

　　

救
援
活
動
の
支
え

　

収
容
さ
れ
た
当
初
は
後

悔
だ
け
だ
っ
た
。
ど
う
し

て
虚
偽
の
自
白
を
し
て
し

ま
っ
た
の
か
。
拷
問
が
あ

ま
り
に
酷
か
っ
た
の
で
舌

を
噛
ん
で
自
殺
を
図
っ

た
。
し
か
し
死
ぬ
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
遺
書
と

し
て
軍
事
独
裁
政
権
を
非

難
す
る
文
書
ま
で
書
き
残

し
て
し
ま
い
、
ま
す
ま
す

自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め

て
し
ま
っ
た
。

　
「
最
初
は
挫
け
ま
し
た

ね
。
再
生
す
る
気
持
ち
も

な
く
し
た
。
父
も
死
ん
で

し
ま
っ
た
し
早
く
死
に
た

か
っ
た
。
自
暴
自
棄
で
し

た
」。
民
族
を
求
め
て
韓

国
へ
行
っ
た
の
に
何
も
で

き
な
い
ま
ま
粉
々
に
さ
れ

生
き
る
力
も
持
て
な
か
っ

た
。�

（
中
野
善
典
）

�

つ
づ
く

ゲ
ッ
ト
が
集
う
シ
ョ
ッ
ト

バ
ー
や
カ
フ
ェ
等
に
商
品

を
委
託
し
て
販
売
促
進
し

て
い
る
。

　

会
社
名
「
ス
モ
ー
ル
ラ

イ
ト
」
の
い
わ
れ
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
ド
ラ
え
も
ん

の
小
型
ラ
イ
ト
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ら
し
い
。
お
客
の

足
元
を
照
ら
す
、
水
先
案

内
人
み
た
い
な
コ
ン
セ
プ

ト
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

瓢
箪
山
の
南
・
北
・
東

商
店
街
の
若
手
経
営
者
８

人
で
構
成
す
る
「
創
生
委

員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
・
店

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
柏原の地域紙

6951

会場は 120人の参加で満席に

13年間にわたり獄中生活をした李哲氏

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00〜19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 10
月

４日 �ゲスト�：�礒山哲也さん「女性の活躍する
建築業界」�（キャスター�：�小川秀人遊軍記者）

11日 �ゲスト�：�橋本佳奈さん「川原ウォーキン
グで100万人の介護をなくす」

� （キャスター�：�小野元裕社長）

18日 �「『芸術家』と『職人』」

� （キャスター�：�嶋津亮太記者）

25日 �ゲスト�：�野田裕子さん「私が旅に出る理由」
� （石河亮平編集委員）
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東
大
阪
営
業
所

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は

ジ
ン
ジ
ャ
モ
ー
ル
商
店

街
・
瓢

ひ
さ
ごビ
ル
３
階
の「
ス

モ
ー
ル
ラ
イ
ト
デ
ザ
イ

ン
オ
フ
ィ
ス
」。
社
長

の
吉
川
雄
太
さ
ん
は
昭

和
58
年
５
月
27
日
生
ま

れ
の
35
歳
、
パ
ワ
フ
ル

な
青
年
だ
。
堺
で
生
ま

れ
、
瓢
箪
山
の
地
で
育

っ
た
。

　

大
阪
芸
術
大
学
デ
ザ

イ
ン
学
部
建
築
科
を
卒

業
、
住
宅
模
型
製
作
会

社
に
勤
務
し
住
宅
模
型

製
作
に
８
年
間
従
事
、

事
務
職
を
経
験
し
た

後
、
２
０
１
６
年
８
月

１
日
に
ス
モ
ー
ル
ラ
イ

ト
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

づ
く
り
の
提
案
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

ス
モ
ー
ル
ラ
イ
ト
社
の

将
来
に
向
け
て
の
計
画
を

聞
い
た
。

　
「
住
宅
模
型
の
概
念
を

膨
ら
ま
せ
て
、
看
板
か
ら

を
設
立
し
た
。

　

育
っ
た
瓢
箪
山
を
創
業

の
地
に
選
び
、「
街
の
販

促
広
報
屋
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
地
域
・
商
店
街
に
根

づ
い
た
営
業
活
動
に
努
め

て
い
る
。
社
員
は
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
男
性
と

カ
メ
ラ
担
当
の
女
性
が
吉

川
社
長
を
サ
ポ
ー
ト
。
販

売
促
進
に
関
す

る
こ
と
な
ら
あ

ら
ゆ
る
要
望
に

対
応
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ

ー
・
看
板
・
の
れ
ん
・
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
等
々
、
何
ん

で
も
ご
ざ
れ
だ
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
ウ
エ
ア
や
若
年
層
向

け
の
キ
ャ
ッ
プ
を
デ
ザ
イ

ン
・
製
作
し
、
購
入
タ
ー

お
店
ま
る
ご
と

を
作
り
出
す
シ

ス
テ
ム
を
構
想

し
て
い
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
（
制
作
）
か
ら
プ
ロ
ダ

ク
ツ
（
製
品
）
へ
転
換
す

る
具
体
的
な
流
れ
を
作
り

た
い
。
３
次
元
プ
リ
ン
タ

ー
や
レ
ー
ザ
加
工
機
を
用

い
て
、
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
製

品
）
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

提
供
を
具
現
化
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
」

　

他
に
は
近
い
将
来
、
堀

江
あ
た
り
に
ア
ン
テ
ナ
機

能
を
持
た
せ
た
小
さ
な
プ

リ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
出
し

た
い
と
意
欲
的
に
語
っ
て

い
た
。

�

（
小
川
秀
人
）

東大阪市神田町1-13 瓢ビル3F
電話 072-920-4726 
E-mail：small-light-y@outlook.jp

スモールライト
デザインオフィス

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― ⑮

スモールライト
デザインオフィス

デザイン

パワフルな吉川雄太さん

2018・10・1

　
「
観
測
史
上
初
の
」「
史
上
最
悪
の
」「
記

録
的
」
な
平
成
の
最
後
の
夏
だ
っ
た
。
西

日
本
豪
雨
や
大
阪
北
部
地
震
（
震
度
６

弱
）、
ス
ー
パ
ー
台
風
な
ど
で
自
然
の
怖

ろ
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
な
か
で
も

神
戸
上
陸
の
「
真
昼
の
台
風
」
21
号
は
見

え
た
だ
け
に
身
震
い
し
た
。

　

公
園
の
樹
木
や
街
路
樹
、
電
柱
１
千
本
の
倒
壊

が
目
立
っ
た
。
停
電
と
断
水
は
今
ま
で
に
な
い
規

模
に
な
っ
た
。

一
夜
明
け
て
、

テ
レ
ビ
は
転
げ

る
車
両
や
コ
ン
テ
ナ
ー
を
押
し
流
す
高
潮
、
積
み

荷
や
車
両
の
火
炎
を
放
映
し
た
。
こ
れ
ら
の
記
録

を
分
析
・
検
証
し
て
新
し
い
基
準
値
を
決
め
て
備

え
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
の
６
月
に
「
気
候
変
動
適
応
法
」
が
成
立
、

年
内
に
施
行
さ
れ
る
。
自
治
体
は
地
域
に
応
じ
た

健
康
や
自
然
な
ど
へ
の
被
害
の
軽
減
策
を
立
て
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
か
ら
責
任
は
重
い
。

　

記
者
会
見
で
「
想
定
外
」
を
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
う
の
に
憤
り
を
覚
え
る
。
あ
た
か
も
「
想
定

外
は
想
定
の
内
」
と
聞
こ
え
る
の
だ
。「
想
定
外

で
し
た
」
は
「
知
恵
不
足
で
頭
が
回
り
ま
せ
ん
で

し
た
」「
能
力
が
な
か
っ
た
」
と
無
能
を
恥
じ
る

言
葉
だ
と
思
う
。

　

関
西
国
際
空
港
の
地
下
に
あ
る
発
電
設
備
な
ど

と
滑
走
路
が
想
定
以
上
に
冠
水
し
た
。
空
港
内
で

走
り
回
る
さ
ま
ざ
ま
な
運
搬
車
両
約
５
０
０
台
の

う
ち
２
０
０
台
以
上
が
屋
外
駐
車
で
故
障
し
た
と

い
う
。
推
理
力
や
自
衛
力
は
平
和
な
時
に
は
鈍
感

に
な
る
。
空
港

島
の
ネ
ズ
ミ
た

ち
は
い
ち
早
く

連
絡
橋
を
渡
っ
た
は
ず
だ
。

　

も
う
こ
の
暑
さ
は
止
ま
ら
な
い
の
か
。
熊
谷
で

は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
熱
中
症

に
か
か
る
リ
ス
ク
を
下
げ
る
実
験
を
し
た
。
公
園

内
の
樹
木
を
直
線
で
は
な
く
ま
ち
ま
ち
に
位
置
を

変
え
て
植
え
た
方
が
、
日
光
の
射
し
ぐ
わ
い
や
風

の
通
り
が
よ
く
木
陰
を
増
や
せ
て
、
熱
中
症
を
20

％
減
ら
せ
る
こ
と
か
ら
公
園
の
整
備
を
進
め
て
い

る
と
い
う
。
温
暖
化
を
加
速
さ
せ
る
「
ホ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
現
象
」
説
が
不
気
味
だ
。

晴耕雨読

「
想
定
外
」 は
無
能
だ
と
心
得
よ

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―
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千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

コ
ン
セ

プ
ト
は 

街
の
販
促
広
報
屋

　

在
日
韓
国
良
心
囚
と
い
う
人
た
ち
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
軍
事
政
権
下
の
韓

国
で
政
治
犯
と
し
て
監
獄
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
在
日
韓
国
人
た
ち
だ
。
李

哲
氏
（
69
）
＝
大
阪
市
生
野
区
在
住
＝
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。

　

熊
本
県
出
身
の
李
氏
は
中
央
大
学
を
卒
業
後
高
麗
大
学
大
学
院
へ
留
学
す
る
。

ソ
ウ
ル
留
学
中
の
１
９
７
５
年
、
突
然
ス
パ
イ
容
疑
で
公
安
当
局
に
連
行
さ
れ
逮

捕
さ
れ
る
。
そ
の
間
厳
し
い
拷
問
を
受
け
自
白
を
強
要
さ
れ
た
。
そ
し
て
死
刑
判

決
を
受
け
る
。
そ
の
後
無
期
懲
役
に
減
刑
、
そ
の
２
年
後
さ
ら
に
懲
役
20
年
に
減

刑
さ
れ
た
。
当
時
の
盧
泰
愚
大
統
領
の
民
主
化
宣
言
も
あ
り
１
９
８
８
年
に
釈

放
さ
れ
る
。
13
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
る
獄
中
生
活
を
続
け
た
。

　

し
か
し
転
機
が
訪
れ
る
。
２
０
０
５
年
に
、
過
去
に
起
こ
っ
た
人
権
侵
害
や

暴
力
事
件
な
ど
を
調
査
す
る
「
真
実
和
解
の
過
去
事
整
理
委
員
会
」
が
盧
武
鉉

大
統
領
の
主
導
の
下
設
置
さ
れ
、
ス
パ
イ
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
在
日
韓
国
良
心

囚
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
２
０
１
５
年
、
再
審
で
李
氏
の
無

罪
が
確
定
し
た
。

　

現
在
再
審
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
の
は
30
余
件
、
在
日
韓
国
良
心
囚
同
友
会

会
員
は
60
人
余
。
在
日
２
世
の
李
氏
た
ち
は
在
日
韓
国
良
心
囚
同
友
会
を
１
９

９
０
年
に
設
立
し
、現
在
在
日
同
胞
ス
パ
イ
捏
造
事
件
の
被
害
者
の
名
誉
回
復
・

再
審
支
援
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

地
獄
か
ら
得
た
も
の

　

母
国
留
学
を
決
意

　

日
本
に
基
盤
を
置
い
て

在
日
韓
国
良
心
囚
同
友
会
代
表 

李
哲
氏
に
聞
く 

①

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒

頭
、
子
家
セ
ン
の
緒
方
裕

子
氏
か
ら
虐
待
対
応
件
数

が
急
激
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
虐

待
以
外
に
も
様
々
な
事
情

が
あ
り
、
親
と
一
緒
に
暮

ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
は

全
国
で
約
４
万
６
千
人 9月22日

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

９
月
22
日
、
大
阪
府
東
大
阪
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
（
略
称
、子
家
セ
ン
）
と
ふ
た
ば
里
親
会
は
「
家

庭
の
ぬ
く
も
り
を
子
ど
も
た
ち
に
」
と
題
し
て
里
親

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
の
大
会
議
室
は
１

２
０
人
の
参
加
者
で
満
席
と
な
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
毎
年
、
東
大
阪
子
家
セ
ン
管
内
の
東
大
阪

市
、
八
尾
市
、
柏
原
市
を
巡
回
す
る
形
で
開
か
れ
て

お
り
、
八
尾
市
で
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　男子２人を特別養子縁組したお父さんの体験談があった。夫婦に
子どもができない事情があり、ご主人は２人で楽しく暮らすことを
考えていたが、奥様の希望で東大阪子家センを訪問した。そこでは
特別養子縁組は子どものための制度だと説明を受けた。親になる自
分たちの都合ではなく、両方が幸せにならなければならないと気づ
いたという。半年間の研修は２人で学び、両親にも相談したという。
面接で収入や健康状態も確認されたのち、満１歳にならない今の長
男がやってきた。６カ月間の試験養育期間ののち家庭裁判所の審判
をえて、戸籍上のわが子となる特別養子縁組が成立した。
　里親には５年に一度の更新があり奥様が更新手続きをすると、子家
センから「もう１人迎えるということですか」という電話が来た。そ
して、産まれる前から第２子の特別養子縁組が組まれた。出産すると
病院から足に障がいがあると知らされた。子家センからもどうします
かという確認が来た。生まれてくる子はわが子だと思っていたので、
障がいと聞いても動じることはなかったという。
　現在、夫婦と男の子２人の４人家族で、実の子と変わらない家庭
を築いている。子どもの成長が楽しみだ。子どものやりたいことを
しっかり応援していきたいと言う。また、実の子ではないという真
実告知の日を心して迎えようといているという報告があった。

　養育里親をしている大谷さんが、里親登録までの
ことや里子を受け入れた時のこと、現在の生活を
語った。
　里親登録には家族の合意が必要であるが、大谷さ
んは、自分の子どもが大学生になったところで決心
し里親登録をした。家族はお母さんが言い出したら
聞かないと折れてくれたと言う。
　大谷さんは、里親登録の後、１歳の幼児を紹介さ
れ乳児院に面会に行った。多くの子どもが遊ぶ部屋
に案内され入ると大泣きされてしまった。２回目の
面会でようやく少し馴染めたという。何度かの面会
ののち数カ月後に里子がわが家に来た。初めは怖が
ることが多く泣いてばかりいたが、徐々に馴染んだ
という。今では、わが家を「私のお家」とお友だち
に紹介するようになったとして、改めて、子育ての
難しさと楽しさを味わっている。
　里親支援制度や里親会の活動など安心して里親が
継続できること、里子は家族そのものと愛情を注い
でいる様子を語った。

家
庭
で
増
加
傾
向
に
あ

る
。
特
に
八
尾
市
の
登
録

が
増
加
し
て
い
る
。
緒
方

氏
は
八
尾
は
市
民
活
動
が

活
発
な
の
が
要
因
で
は
な

い
か
と
語
っ
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、

あ
る
日
突
然
、
親
と
暮

ら
せ
な
い
こ
と
は
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る
。

受
入
れ
先
が
自
宅
か
ら

遠
方
だ
と
転
校
を
と
も

な
い
、
子
ど
も
は
孤
立

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

お
友
だ
ち
や
先
生
が
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
ど
の

学
校
区
に
も
里
親
が
い

る
状
態
が
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

　

開
催
の
挨
拶
で
八
尾

市
の
田
中
誠
太
市
長

は
、
28
小
学
校
区
に
そ

れ
ぞ
れ
２
家
庭
の
里
親

登
録
を
目
指
す
と
語
っ

た
。

家庭のぬくもりを子どもたちに
八尾市議　畑中一成寄稿
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ｄ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ど

ち
ら
か
を
１
度
提
示
す
る

こ
と
で
登
録

が
完
了
。
次

回
か
ら
は
ど

ち
ら
か
１
枚

の
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
だ

け
で
２
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト
対

象
商
品
の
購

入
金
額
２
０

０
円（
税
抜
）

ご
と
に
１
ポ

イ
ン
ト
が
貯

ま
り
、
１
ポ

イ
ン
ト
を
１

円
相
当
と
し

て
次
回
か
ら

の
商
品
購
入

時
に
使
用
す

る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
、
商
品
購
入
後
は honto.jp

サ
イ
ト
の
Ｍ
ｙ

ペ
ー
ジ
で
購
入
履
歴
を
確

認
す
る
こ
と

も
可
能
だ
。

入
会
費
、
年

会
費
は
無
料

と
な
っ
て
い

る
。

　

元
々
、
関

東
と
四
国
の

店
舗
に
お
い

て
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
先
行

導
入
し
て
い

た
丸
善
ジ
ュ

ン
ク
堂
書

店
。
お
客
さ

ん
か
ら
多
く

の
喜
び
の
声

が
あ
っ
た
た

め
導
入
店
舗

を
全
国
に
拡

大
す
る
経
緯

に
至
っ
た
と

い
う
。
八
尾

ア
リ
オ
店
店
長
で
あ
る
新

垣
敬
史
さ
ん（
48
）は「
ｐ

ｏ
ｎ
ｔ
ａ
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
老
若
男
女
、
ど
の
年

代
の
方
も
多
く
ご
利
用
に

な
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
各

店
舗
に
お
い
て
見
受
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機

に
、
よ
り
多
く
の
お
客
様

に
書
店
に
足
を
運
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。 
（
石
井
稜
）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

若
い
技
術
者
の
集
団
は
強
い

　

応
接
室
で
受
賞
歴
が
分
か
る
。
大
阪
府
品
質
管
理

推
進
優
良
企
業
、
Ｉ
Ｔ
経
営
百
選
最
優
秀
賞
、
や
お

も
の
づ
く
り
達
人
、
森
精

機
微
細
加
工
コ
ン
テ
ス
ト

技
能
賞
な
ど
の
盾
が
溢
れ

ん
ば
か
り
だ
。
今
年
４
月

５
日
に
創
業
41
周
年
を
迎
え
た
。
資
本
金
１
千
万

円
、
従
業
員
数
32
人
（
う
ち
女
性
７
人
）、
平
均
年

齢
30
・
５
歳
、
勤
続
年
数
７
〜
８
年
、
最
年
長
者
は

58
歳
、最
年
少
者
は
23
歳
の
今
年
入
社
の
大
卒
新
人
、

年
商
約
５
億
円
。
今
年
は
２
人
の
大
卒
を
採
用
し
た

が
、
来
春
も
３
人
を
予
定
し
て
い
る
。

　

と
に
か
く
若
い
マ
ン
パ
ワ
ー
は
強
み
だ
。
特
急
品

（
超
短
納
期
）
や
難
加
工
（
ミ
ク
ロ
の
高
精
度
）、
多

品
種
少
量
生
産
を
得
意
と
す
る
。
一
般
的
に
避
け
た

が
る
「
短
納
期
」
や
「
難
加
工
」
が
中
田
製
作
所
の

看
板
商
品
だ
、
得
意
と
す
る
か
ら
半
端
で
は
な
い
。

　

強
さ
の
源
は
「
超
」
戦
へ
の
投
資

　

強
み
は
先
ず
第
一
に
「
た
く
み
」
の
存
在
だ
。
国

家
技
能
検
定
１
級
資
格
者
、
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

受
賞
者
、
な
に
わ
の
名
工
、
八
尾
モ
ノ
づ
く
り
達
人

な
ど
「
た
く
み
」
の
集
団
で
あ
る
。
次
に
平
均
年
齢

が
30
歳
と
若
い
こ
と
は
新
し
い
技
術
・
情
報
の
感
受

性
が
柔
軟
で
旺
盛
で
あ
る
か
ら
潜
在
成
長
力
は
高

い
。
そ
し
て
、
最
先
端

機
械
の
導
入
な
ど
設
備

投
資
に
積
極
的
で
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
シ

ス
テ
ム
等
に
年
間
約
５

千
万
円
を
投
資
し
超
微

細
か
ら
「〝
極
〞
微
小
径

穴
加
工
」
へ
と
挑
戦
し

続
け
る
。
業
務
の
構
成

は
95
％
を
占
め
る
ア
ル

ミ
精
密
加
工
（
半
導
体

製
造
装
置
業
界
、
光
学

電
子
、
自
動
車
、
宇
宙

航
空
向
け
）
と
微
細
加

工
技
術
開
発
（
高
精
度

微
細
加
工
機
で
の
ミ
ク

ロ
ン
レ
ベ
ル
の
穴
あ
け
、

微
細
溝
加
工
、
鏡
面
切
削
加
工
な
ど
）
か
ら
な
る
。

ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
へ
の
挑
戦
に
人
と
設
備
の
投
資
を
惜

し
ま
な
い
の
が
強
み
だ
。

新
し
い
「Family

」
を
目
指
す

　

For the Family 

が
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。
中
田
製

作
所
の
た
め
に
働
く
の
で
は
な
い
。
こ
の
会
社
に
い

る
限
り
「
こ
こ
を
大
事
に
し
よ
う
」
と
人
と
の
出
会

い
や
人
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
価
値
を
理
解
し
認
め
合
う

こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
す
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
小
さ

く
て
狭
い
意
味
で
は
な
く
、
も
っ
と
鳥
瞰
的
で
多
様

性
を
持
っ
た
新
し
い
家
族
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
み
せ
る
ば
や
お
」

設
立
に
情
熱
を
注
い
だ
こ
と
か
ら
分
か
る
。
換
言
す

れ
ば
「
三
方
よ
し
」
や
「
利
他
の
精
神
」
だ
。
組
織

運
営
も
大
胆
に
任
せ
る
。
社
員
32
人
の
会
社
に
他
薦

自
薦
と
わ
ず
12
人（
う
ち
２
人
は
女
性
）の
リ
ー
ダ
ー

が
実
質
的
に
目
標
を
定
め
テ
ー
マ
を
決
め
自
主
的
に

働
い
て
い
る
。
否
、
経
営
し
て
い
る
の
だ
。「
今
ま

で
は
ト
ッ
プ
が
決
め
た
こ
と
を
や
っ
て
い
た
が
、
今

は
仲
間
内
で
や
ろ
う
ぜ
」
だ
、
と
中
田
社
長
は
目
を

細
め
る
。

　

管
理
部
門
は
チ
ー
ム
「
な
で
し
こ
」

　

女
性
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
司
令
塔
２
人
、
品
質
管

理
係
３
人
、
経
理
総
務
・
採
用
・
広
報
等
２
人
の
計

７
人
が
マ
ル
チ
ス
キ
ル
で
管
理
部
門
を
担
う
。
平
均

年
齢
は
25
・
６
歳
、
育
休
取
得
を
終
え
復
帰
し
た
人

も
い
る
。
初
任
給
は
決
し
て
高
く
は
な
い
が
、
こ
こ

毎
年
大
卒
数
人
を
採
用
し
て
い
る
。「
こ
こ
で
の
自

信
と
誇
り
を
そ
の
ま
ま
学
生
に
話
す
」
こ
と
で
共
感

を
得
て
い
る
。
驚
く
べ
き
は
理
系

ゼ
ロ
文
系
ば
か
り
の
採
用
、
そ
れ

に
も
拘
わ
ら
ず
若
き
「
た
く
み
」

が
年
々
生
ま
れ
る
の
だ
。「
素
人

だ
か
ら
で
き
な
い
、
理
系
で
な
い
と
で
き
な
い
」
な

ど
考
え
た
こ
と
も
な
い
と
言
う
。
白
地
で
先
入
観
な

し
だ
。「
前
向
き
な
、
意
欲
的
な
人
を
採
用
す
る
が

結
果
的
に
文
系
に
多
い
だ
け
。
熱
心
で
定
着
率
も
よ

い
」。
先
代
か
ら
の
教
え
を
受
け
人
間
尊
重
を
も
と

に
進
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
「family

」
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
新
し
く
塗
り
替
え
る
よ
う
だ
。（
石
河
亮
平
）

２ 超２代目の
戦
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和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 30年９月７日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月14日（日）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

Peace of the Earth 2018-2019
ウルトラマンライブ

ウルトラマンルーブ、ウルトラマンジード、ウルトラマンオーブ、
ウルトラヒーローが大活躍のライブステージ！ みんなで一緒に応援しよう !!  
第１部：ウルトラヒーローズ　ソングライブ
第２部：ほんとうの勇気

■公演日程
平成30（2018）年 10月13日(土)、14日 (日)
開演 10:30／ 15:00（客席開場は各回・開演30分前）
 【1日 2回、全4回公演：公演時間約100分】  
■会場 プリズムホール大ホール（八尾市文化会館）  
■入場料　全席指定・税込 
一　般 【1階席】3,200円　【2階席】1,500円
友の会 【1階席】2,900円　【2階席】1,350円

＊プリズムクラブ（友の会）先行発売　6月9日（土）10:00～　
＊一般前売発売　　6月10日（日）10:00～  

２４

　

東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
闘
が
さ
ら
に
激
し
く
な
る

と
い
う
懸
念
を
抱
え
な
が
ら
、屋
敷
前
に
立
っ
た
。

　

小
太
り
ガ
イ
ド
が
神
妙
な
顔
つ
き
で
言
う
。

　
「
こ
こ
か
ら
は
ガ
イ
ド
が
変
わ
り
ま
す
。
屋
敷

内
に
は
特
別
な
ガ
イ
ド
が
い
ま
す
。
私
は
こ
こ
か

ら
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」

　

一
息
置
い
て
、
ガ
イ
ド
は
加
え
た
。

　
「
屋
敷
に
入
る
に
は
特
別
料
金
が
必
要
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
な
い
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
」

　

言
わ
れ
る
が
ま
ま
小
太
り
ガ
イ
ド
に
グ
リ
ブ
ナ

札
を
渡
す
。

　

屋
敷
の
入
口
で
、
靴
に
空
色
の
ビ
ニ
ー
ル
を
被

せ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
博
物
館
で
は
時
折
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
も
そ
う
だ
。
外
の
土

や
埃
が
中
に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

　

黒
マ
ン
ト
に
身
を
包
ん
だ
短
髪
の
男
性
ガ
イ
ド

が
、
皆
を
集
め
て
早
口
で
始
め
た
。
マ
ン
ト
の
下

は
伝
統
的
な
コ
サ
ッ
ク
の
軍
服
を
身
に
付
け
て
い

る
。

　
「
私
は
マ
イ

ダ
ン
革
命
を
成

し
遂
げ
た
メ
ン

バ
ー
の
１
人
で

す
」

　

20
人
ほ
ど
の

観
光
客
が
ざ

わ
め
く
。
ガ
イ

ド
は
さ
ら
に
険

し
い
表
情
を
作

り
、
大
き
く
咳

払
い
を
し
た
。

　
「
静
か
に
。

こ
の
家
は
た
だ

今
裁
判
中
で
、
我
々
は
違
法
に
入
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、あ
な
た
方
は
捕
ま
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
私
も
同
罪
で
す
」

　

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
の
ほ
ほ
ん
と
屋
敷
内
に

入
っ
た
観
光
客
は
凍
り
つ
い
た
。
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ

を
見
る
と
、
表
情
が
引
き
つ
っ
て
い
る
。

　

悪
い
冗
談
か
と
思
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
そ
う
で

は
な
さ
そ
う
だ
。
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
き
て

し
ま
っ
た
。

　

ガ
イ
ド
は
表
情
を
変
え
る
こ
と
な
く
続
け
た
。

　
「
で
す
か
ら
、
静
か
に
、
迅
速
に
私
に
付
い
て

き
て
く
だ
さ
い
」

　

初
め
に
ガ
イ
ド
が
紹
介
し
た
の
は
ボ
ー
リ
ン
グ

場
だ
っ
た
。
主
を
失
っ
た
各
レ
ー
ン
は
、
照
明
に

照
ら
さ
れ
寂
し
い
顔
を
し
て
い
る
。
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ

ィ
チ
は
ボ
ー
リ
ン
グ
好
き
の
よ
う
だ
。
こ
こ
で
ボ

ー
リ
ン
グ
に
興
じ
て
い
た
大
男
の
姿
を
思
い
浮
か

べ
る
と
、
何
だ
か
滑
稽
に
思
わ
れ
た
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
110

ヤヌコーヴィチの屋敷に入る

ウクライナ

12日    倫理研究所 法人スーパーバイザー　田畑章 氏「『右手にそろばん、左手に倫理』～徳と才の経営」
19日  大阪府倫理法人会幹事長　山本一 氏「信成万事」
16日  倫理研究所近畿方面方面　津隈亮二 氏「事業承継～純粋倫理の視点から」
23日  東大阪市倫理法人会顧問　野田しょう子 氏「人は変われる、行政も変えれる」
30日  八尾市倫理法人会実行委員　田村穂奈美 氏「潜在意識と倫理～入会5カ月。実践とその軌跡～」

235日  大阪みなと倫理法人会会長　野口政隆 氏「２代目会長の冒険」

19日  大阪府倫理法人会後継者倫理塾運営委員長　松本学 氏「人間は変ることができる」
26日  倫理研究所法人レクチャラー　藤原忠生 氏「三文の徳」

12日  大阪府倫理法人会副幹事長　上西知 氏「純粋倫理に触れて変わったこと」

18日   大阪鴻池倫理法人会幹事　中西進泰 氏「私の倫理実践」
11日  中野区倫理法人会会員　池端美和 氏「逆境から学んだ運を味方につける方法！」

1224日  八尾市倫理法人会幹事　安川智裕 氏「意識が変われば未来が変わる」

25日  倫理研究所名誉研究員　宇都進一郎 氏「世界の常識をめざす倫理実践」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―6764―195610月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎090-9874-317910月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―883810月の予定

喜楽亭喜楽亭喜楽亭

喜楽亭
選りすぐり番組

き らく てい

　

７
月
22
日
の
酷
暑
の

中
、
八
尾
の
常
打
ち
小
屋

「
喜
楽
亭
」（
八
尾
市
陽
光

園
２
―
５
―
４
）
に
て
、

名
誉
席
亭
・
里
見
ま
さ
と

さ
ん
が
選
び
に
選
び
抜
い

た
未
来
の
ス
タ
ー
た
ち
４

組
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。

　

①
一
番
手
は
漫
才
の

「
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト
」、
ピ

ン
ク
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で

女
性
の
プ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

ビ
が
登
場
。
別
に
ピ
ア
ノ

を
弾
く
わ
け
で
は
な
い

が
、
一
生
懸
命
さ
と
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
雰
囲
気
で
思

わ
ず
応
援
し
た
く
な
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。

　

②
続
い
て
漫
才
の

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｗ
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
」、
何
を
刻
む

の
か
、
ほ
ぼ
イ
ケ
メ
ン
男

性
コ
ン
ビ
の
登
場
。
し
ゃ

べ
く
り
の
テ
ン
ポ
は
な
か

な
か
良
好
。
ク
イ
ズ
の
ネ

タ
を
工
夫
し
て
つ
な
ぎ
、

干
支
が
ら
み
の
話
を
上
手

く
ま
と
め
て
い
た
。

　

こ
こ
で
突
然
シ
ン
ク
タ

ン
ク
の
小
梶
昌
巳
さ
ん
が

浴
衣
姿
で
ス
テ
ー
ジ
に
乱

入
。
小
梶
さ
ん
は
近
江
生

ま
れ
で
、
現
在
江
州
音
頭

の
特
訓
中
だ
と
か
。
頼
ん

で
も
い
な
い
ネ
タ
お
ろ
し

風
に
江
州
音
頭
の
さ
わ
り

を
披
露
し
て
く
れ
た
。
と

こ
ろ
が
実
に
調
子
が
出

ず
、
満
員
の
客
席
は
拍
手

と
爆
笑
の
大
嵐
。
次
回
は

正
調
江
州
音
頭
を
披
露
す

る
こ
と
を
固
く
約
束
し
て

出
番
を
終
え
た
。

　

③
落
語
の
「
月
亭
八

織
」
さ
ん
は
月
亭
八
方
さ

ん
の
お
弟
子
さ
ん
。
古
典

ネ
タ
の
「
元も

と

犬い
ぬ
」
を
楽
し

く
語
っ
て
く
れ
た
。
天
満

宮
の
白
い
犬
が
来
世
は
人

間
に
な
り
た
い
と
の
願
い

が
叶
い
、
口
入
屋
に
行
っ

て
人
間
社
会
に
馴
染
ん
で

い
く
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
一

席
だ
。

　

④
落
語
の
ト
リ
、
桂
文

五
郎
さ
ん
は
桂
文
珍
さ
ん

の
お
弟
子
さ
ん
。
ま
さ
と

師
匠
に
何
度
か
呼
ん
で
も

ら
っ
た
が
何
か
と
失
敗
ネ

タ
が
絡
む
と
か
訳
の
分
か

ら
な
い
長
い
マ
ク
ラ
の
あ

と
、
子
褒
め
な
ら
ぬ
普
請

の
家
を
褒
め
に
行
く
、
お

馴
染
み
の
「
普
請
褒
め
」

を
キ
レ
の
好
い
語
り
口
で

客
席
を
手
の
う
ち
に
呼
び

込
ん
で
い
た
。

　

大
ト
リ
は
皆
さ
ん
お
待

ち
か
ね
、
里
見
ま
さ
と
さ

ん
の
「
創
作
噺
」。
ツ
ル

な
ら
ぬ「
セ
ミ
の
恩
返
し
」

と
題
し
て
、
進
研
ゼ
ミ
と

か
お
得
意
の
洒
落
ず
く
し

で
客
席
を
沸
か
せ
て
く
れ

た
。
続
い
て
「
薩
摩
は
西せ

郷ご

ど
ん
だ
け
じ
ゃ
な
い
」

の
一
席
。
薩
摩
藩
は
木
曾

川
・
長
良
川
・
揖
斐
川

の
木
曾
三
川
の

治
水
事
業
を
徳

川
幕
府
よ
り
命

じ
ら
れ
た
。
幕

府
の
狙
い
は
薩

摩
藩
の
財
政
弱

体
化
に
あ
る
こ

と
は
明
確
だ
っ

た
。
し
か
し
、

こ
の
時
点
で
幕

府
に
は
逆
ら
え

な
い
。
幕
府
の
命
を
よ
し

と
し
な
い
武
士
40
人
が
抗

議
の
割
腹
、
治
水
工
事
で

落
命
し
た
２
０
０
余
名
と

併
せ
て
、
慰
霊
の
後
、
家

老
も
切
腹
し
て
果
て
た
。

　

７
月
の
当
日
は
日
本
各

地
で
摂
氏
40
度
が
発
生
し

た
。
八
尾
も
酷
暑
の
中
、

喜
楽
亭
は
入
場
者
・
関
係

者
併
せ
て
90
余

人
が
ひ
し
め
き

合
う
状
態
だ
っ

た
。

里見まさとさん

桂文五郎さん

月亭八織さん

天才ピアニスト

小梶昌巳さん

パーフェクトWシュレッダー

里
見
ま
さ
と
と
未来のスターたち

丸
善
ジ
ュ
ン
ク
堂

　

丸
善
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店

は
８
月
１
日
よ
り
、
ｈ
ｏ

ｎ
ｔ
ｏ
カ
ー
ド
連
携
サ
ー

ビ
ス
を
一
部
の
店
舗
を
除

く
全
国
で
実
施
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
共
通
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
お
よ
び
株
式

会
社
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
提
携
し
た

も
の
で
、
従
来
か
ら
提
供

さ
れ
て
き
た
「
ｈ
ｏ
ｎ
ｔ

ｏ
ポ
イ
ン
ト
」
と
「
Ｐ
ｏ

ｎ
ｔ
ａ
ポ
イ
ン
ト
」、
ま

た
は
「
ｈ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ポ
イ

ン
ト
」
と
「
ｄ
ポ
イ
ン
ト
」

の
両
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
１

度
の
購
入
で
貯
ま
る
と
い

う
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
。利
用
手
順
は
簡
単
だ
。

実
施
店
舗
の
レ
ジ
に
て
ｈ

ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
カ
ー
ド
と
Ｐ
ｏ

ｎ
ｔ
ａ
カ
ー
ド
、
ま
た
は

取材を終えて
　強さの秘密は何だろうかと取材
した。一般的に次世代リーダーは
変化に敏感で柔軟に、賢く素早く
対処するのが得意だ。株式会社中
田製作所では学歴、文系理系、男
女などの垣根はなく、組織はシン
プルで相互理解のもと切磋琢磨す
る場と機会を設けている。ほぼ３
人に１人のリーダが組織の要とな
りより高みを目指す。自主・自治・
自律性を備えた高い知性を持った

組織だ。何よりも
人間大好き、仕事
大好き、話し合い
大好き、数字大好
き人間で話題は多
岐にわたったが今
回はその一部を紹
介した。果敢に挑
戦する新しい伸び
しろの大きいタ
イプのスマート
中小企業 2.0 の存
在をかいま見た。
Small but Storong
だ。

人
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
価
値
を
認
め
合
う

新しい中小企業の担い手
株式会社 中田製作所

９
月
15
日
付
４
面
、
見
出
し
・
本

文
に
「
３
代
目
」
と
あ
り
ま
す
が
、

中
田
寛
さ
ん
は
「
２
代
目
」
社
長

で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

お詫び
と訂正

第
６
回
世
界
に
羽
ば
た
け 「
夢
」 ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

第
６
回
世
界
に

羽
ば
た
け
「
夢
」

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
が
10
月
14
日

14
時
〜
17
時
30
分

に
大
阪
商
業
大
学

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
蒼
天
（
東
大
阪
市
御
厨

栄
町
４
―
１
―
10
）
で
開
か
れ
る
。

　

将
来
の
夢
や
目
的
が
あ
る
が
、
経
済
的
支
援
を

必
要
と
す
る
若
者
が
自
身
の
夢
を
テ
ー
マ
に
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
支
援
金
を
得
て
夢
実
現
の
第
一

歩
へ
踏
み
出
す
後
押
し
を
す
る
の
が
開
催
趣
旨

だ
。
支
援
金
額
は
合
計
１
２
０
万
円
。

　

主
催
は
一
般
財
団
法
人
青
少
年
夢
応
援
隊
（
植

田
実
代
表
理
事
）、
協
賛
は
株
式
会
社
サ
ン
ク
レ

ス
ト
、
後
援
は
大
阪
府
と
東
大
阪
市
。

　

今
回
は
事
前
の
作
文
審
査
で
高
校
生
を
中
心
に

11
人
が
選
ば
れ
、
ス
ピ
ー
チ
に
臨
む
。
見
学
者
は

入
場
無
料
。

　
「
若
者
の
夢
を
ぜ
ひ
聞
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。

特
に
還
暦
以
上
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
で

す
」
と
植
田
実
理
事
長
（
65
）
は
広
く
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
一
般
財
団
法
人
青
少
年
夢
応
援

隊
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
企
画
係
（
☎
０
６
―
６

７
２
５
―
０
５
１
１
）
へ
。

い
よ
い
よ
10
月
14
日
㈰
開
催

知告

挑
戦
し
続
け
る
中
田
寛
さ
ん

植田実代表理事

ダブルでたまる
お得につかえる

ポイント
サービス

★

★
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